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議会において行う選挙の代理投票について（案） 

 

≪地方自治法≫ 

第百十八条 法律又はこれに基づく政令により普通地方公共団体の議会において行う選挙につ

いては、公職選挙法第四十六条第一項及び第四項、第四十七条、第四十八条、第六十八条第一

項並びに普通地方公共団体の議会の議員の選挙に関する第九十五条の規定を準用する。その投

票の効力に関し異議があるときは、議会がこれを決定する。 

② （略） 

 

≪公職選挙法≫ 

(代理投票) 

第四十八条 心身の故障その他の事由により、自ら当該選挙の公職の候補者の氏名(衆議院比例

代表選出議員の選挙の投票にあつては衆議院名簿届出政党等の名称及び略称、参議院比例代表

選出議員の選挙の投票にあつては公職の候補者たる参議院名簿登載者の氏名又は参議院名簿

届出政党等の名称及び略称)を記載することができない選挙人は、第四十六条第一項から第三

項まで、第五十条第四項及び第五項並びに第六十八条の規定にかかわらず、投票管理者に申請

し、代理投票をさせることができる。 

２ 前項の規定による申請があつた場合においては、投票管理者は、投票立会人の意見を聴いて、

投票所の事務に従事する者のうちから当該選挙人の投票を補助すべき者二人を定め、その一人

に投票の記載をする場所において投票用紙に当該選挙人が指示する公職の候補者(公職の候補

者たる参議院名簿登載者を含む。)一人の氏名、一の衆議院名簿届出政党等の名称若しくは略

称又は一の参議院名簿届出政党等の名称若しくは略称を記載させ、他の一人をこれに立ち会わ

せなければならない。 

３ 前二項の場合において必要な事項は、政令で定める。 

 

≪議会における選挙での位置付け≫ 

・投票管理者 ⇒ 議長（副議長） 

・投票立会人 ⇒ 出席議員全員 

・投票所の事務に従事する者 ⇒ 議会事務局職員 

   

・投票所の事務に従事する者のうちから 

当該選挙人の投票を補助すべき者二人（案） 
⇒ 

議事調査係長 

議事総務係長（投票の記載者） 

 


